
1213 広報もとみや６月号 広報もとみや６月号

TOPICS題話

平成25年度ふるさと納税
～ご協力ありがとうございます～

　

平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
）」
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
故
郷
、
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
、

思
い
出
の
あ
る
地
域
、
大
切
な
人
が
お

住
ま
い
の
地
域
を
「
寄
附
金
」
の
形
で

応
援
で
き
る
も
の
で
す
。

　

本
宮
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
平
成
20

年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
25
年
度

末
ま
で
に
の
べ
99
人
の
方
か
ら
、
総
額

４
７
，
９
０
９
，
４
０
１
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
お
気
持
ち
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
ご

厚
意
に
添
う
よ
う
本
宮
市
の
子
育
て
支

援
事
業
や
教
育
活
動
推
進
事
業
な
ど
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❸ 

「
ふ
る
さ
と
」
本
宮
市
を
応

　
　 

援
し
て
く
だ
さ
い
！

　

就
職
な
ど
で
本
宮
市
を
離
れ
ら
れ
る

方
や
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
の

方
々
な
ど
に
、
ぜ
ひ
「
ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
付
）」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、
本

宮
市
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

都
道
府
県
や
市
町
村
へ
寄
付
を
し
て

い
た
だ
い
た
場
合
に
、
所
得
税
や
現
在

お
住
ま
い
の
自
治
体
の
個
人
住
民
税
が

一
定
限
度
ま
で
控
除
※
さ
れ
ま
す
。
毎

年
12
月
末
ま
で
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
分
は
、
翌
年
の
確
定
申
告
で
控
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※　

寄
付
金
か
ら
２
千
円
を
差
し
引
い

た
金
額
が
、
寄
付
を
し
た
年
の
所
得

税
と
翌
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。
だ
た
し
、
控
除
さ

れ
る
上
限
額
は
、
個
人
住
民
税
所
得

割
額
の
１
割
ま
で
で
す
。

　
　

な
お
、
控
除
さ
れ
る
額
は
、
年
収

や
寄
付
金
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

❶ 平成25年度にお寄せいただいた寄付の実績

❷ 寄付金の活用

❹ ご寄付いただいた皆様

　平成25年度にお寄せいただいた寄付金は、次のとおり
です。

　平成25年度にお寄せいただいた寄付金は、次の事業に
活用させていただきます。

応援項目別寄付金額

子育て支援事業 1件 100,000円
教育環境の充実 4件 400,000円
社会福祉の充実 3件 3,805,000円
産業の振興 1件 500,000円
応援項目は市長にお
まかせしたい 21件 4,457,500円

合　　計 30件 9,262,500円

子育て支援推進事業 100,000円

重度障がい者等タクシー料金助
成事業 1,505,000円

重度心身障がい児通学支援事業 1,100,000円

配食サービス事業 600,000円

地域支え合い体制づくり事業 300,000円

高齢者いきいき交流事業 300,000円

商工業振興団体支援事業（商工
会運営補助金） 500,000円

小学校（本宮まゆみ小）読書活
動推進事業 100,000円

北海道 函館市 三瓶　哲美さん 本宮市を応援します

埼玉県

上尾市

島田　正一さん 市の復興を願っています

石渡　　豊さん 市の復興を願っています

畠山　　稔さん 市の復興を願っています

鴻巣市 中屋敷慎一さん 市の復興を願っています

北本市 新井　一徳さん 市の復興を願っています

桶川市 岡地　　優さん 市の復興を願っています

千葉県

千葉市
橋本　佐久さん ふるさとの発展を願っています。

橋本　文子さん 本宮の個性や特徴を前面に出したものがある
と、市民の団結力や愛着がわくと思います。

市川市 佐藤　　貢さん
50㏄バイクで市川から本宮のお寺へ墓参り
に行ったことがあります。あの頃の情熱を
今一度と考えます。

東京都

港区

鈴木　節子さん 美しいふる里、本宮の自然が大好きです。
少しでも恩返しができればと思っています。

川名　敏雄さん
寄付金は、自然環境の保護に使ってください。

川名　潤子さん

平　　哲夫さん 本宮市の発展を願っています。

新宿区 野口　邦和さん 東日本大震災・福島原発事故からの一日も
早い市の復興を願っています。

練馬区 菅野　　明さん 本宮に育まれて今日の自分があります。本
宮の発展を祈っています。

八王子市 宮地　三男さん
本宮市民の方々が明るく元気にご活躍され
ている様子を大変うれしく思います。これ
からのますますの発展を祈っています。

小学校（五百川小）読書活動推進事業 50,000円

小学校（白岩小）読書活動推進事業 100,000円

しらさわ夢図書館運営事業 150,000円

市民憲章・市民の歌制定事業 2,100,000円

市民憲章・市民の歌普及事業 2,237,500円

農業地域ふれあい施設管理事業 50,000円

文化スポーツ振興基金
※今後、各種事業へ充当予定 70,000円

合　　計 9,262,500円

神奈川県
川崎市 渡辺　隆之さん 育った町に父母がまだ健在なので、親孝行

の一環のつもりで。

藤沢市 前嶋　　要さん 母の故郷であり、少しでも皆さんのお役に
立てればと思います。

愛知県 名古屋市 市島　宗典さん
私を育ててくれた本宮市、特に白岩地区に
感謝を込めて寄付します。教育環境の充実
を切に望みます。

大阪府 堺市 北村　　勤さん 原発事故の風評に負けないで頑張ってくだ
さい。

福岡県 北九州市 川下　敬代さん 少しですが五百川小学校のために使ってく
ださい。

◆問い合わせ先　秘書広報課　秘書係（内線222）
　　　　　　　　※税控除や税申告については、
　　　　　　　　　税務課　市民税係（内線164）

※掲載のご承諾をいただいた方のみご紹介しています。
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昭
和
42
年
荒
海
中
学
校
教
諭
を
振
り
出
し
に
、

本
宮
第
二
中
学
校
、
大
久
田
小
学
校
な
ど
を
経

て
、
県
郡
山
少
年
自
然
の
家
所
長
、
県
南
教
育
事

務
所
長
、
金
透
小
学
校
校
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
大
久
田
小
校
長
時
代
、
同
校
か
ら
生
ま
れ

た
「
千
年
の
樹
」
が
全
国
小
学
校
児
童
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
曲
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
金
透
小
校

長
時
代
は
、
全
国
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
管
弦
楽
の
部

で
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
上
司
・
同
僚
・
家
族
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で

来
れ
ま
し
た
。
関
係
し
た
皆
さ
ん
の
激
励
と
励
ま

し
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
災
害
復
旧
工
事
の

　早
期
終
了
を
目
指
し
て
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
前
半
は
連
休
の
な
い
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
後
半
は
４
連
休
と

な
っ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
旅
行
に
家

族
サ
ー
ビ
ス
に
農
作
業
に
と
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
休
日
を

お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
連
休
中
は
公
務
も
少
な

く
、
久
々
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
い
た
し
ま
し
た
。

　

住
宅
除
染
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
本
宮
市
除
染
実
施
計
画
」
の
前

倒
し
を
行
い
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
進
め

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
各
地
区
で

除
染
作
業
や
除
染
に
向
け
た
設
計

作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
仮
置

き
場
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き

地
域
の
方
々
と
お
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

住
宅
除
染
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
８
月
５
日
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
市
内
全
域
に
お
い

て
一
般
土
木
施
設
・
農
林
施
設
等

で
９
０
０
箇
所
を
超
す
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
早
期
復
旧
を

図
る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
が
、
現
在
も
復
旧
工
事
が

行
わ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
約
１
７

０
箇
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

復
旧
箇
所
が
多
く
工
事
に
困
難

を
極
め
て
お
り
、
復
旧
工
事
の
遅

れ
に
よ
り
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
災
害
復
旧
工
事
に
集
中

的
に
取
り
組
み
、
早
期
終
了
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

６
月
は
、
本
宮
市
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
議
会
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
出
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

間
も
な
く
、
梅
雨
の
季
節
と
な

り
ま
す
。

　

梅
雨
の
時
期
は
天
候
が
不
安
定

な
た
め
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
ま

た
、
温
度
差
に
体
が
慣
れ
ず
に
風

邪
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
体

調
管
理
に
充
分
ご
留
意
の
う
え
、

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
５
月
21
日
執
筆
）

富
山
　
英
正
さ
ん

（
高
木
字
辻
向
）
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春
の
叙
勲

県
知
事
表
彰
（
納
税
功
労
者
）

社
会
増
強
運
動
で
受
賞

遠
藤
　
義
夫
さ
ん

日
赤
本
宮
市
地
区

　

５
月
８
日
、
福
島
市
で
行
わ
れ
た
各
種

功
労
者
県
知
事
表
彰
式
で
遠
藤
義
夫
さ
ん

（
青
田
字
花
掛
）
が
納
税
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
46

年
間
、
花
掛
第
３
納

税
貯
蓄
組
合
長
、
本

宮
市
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
本
宮
市
地

区
が
平
成
25
年
度
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

に
お
い
て
１
２
０
％
以
上
の
表
彰
基
準
を
達

成
し
、
福
島
県
支
部
長
か
ら
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
善
意

は
、
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
を
通

じ
て
災
害
救
援
活

動
や
医
療
・
献
血
事

業
な
ど
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲受賞された遠藤さん（右）

▲４月24日受賞しました


